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「核のゴミから未来を守る県民の会」第１回運営委員会 報告  2024.5.2４ 

 

開催日時  ２０２４年５月２２日 （水） 午後１時３０分 

場所     青森市  

 

報告 

・４月 27 日  「核のゴミから未来を守る青森県民の会」総会 参加者 ５０名 

         「使用済核燃料の搬入を許してはならない」講演会 栗橋伸夫・澤井正子 

・５月 19 日  「使用済核燃料搬入反対現地集会」むつ市で開催 101 名参加 Zoom15 名 

 

議題（確認事項） 

1、むつ中間貯蔵施設・使用済核燃料搬入に反対する諸行動について 

 

① 安全協定締結までの手続き・流れ 

・５月 16 日   青森県知事記者会見、安全協定締結までの流れについて発表 

・５月 21 日   青森県議会常任委員会 

・５月 27 日   県議会全員協議会（国・事業者出席） 

・６月４日～   むつ市議会開会 ６日むつ市議会特別全員協議会 

・６月 12 日   県議会原子力エネルギー特別委員会 

・６月 13 日～  県議会開会  １９日から一般質問 

・６月 26 日   県議会常任委員会 

・６月       青森県原子力政策懇話会  未定 

          市町村長会議  未定 

・６月末     国会終了 核燃サイクル協議会  未定 

・７月上旬    県・市民説明会 （６市 むつ・青森・八戸・弘前・五所川原・十和田）で開催 

 パブリックコメント実施するか未定  （実施するとすれが通常は 1 ヶ月） 

・７月末     知事・むつ市長、判断  （速くても７月中旬） 

協定締結（青森県・むつ市・RFS・電力会社・電事連・？） 

  

 

② 青森県知事に公開質問状・要請書を提出  

 日時   ５月２９日（水） 午後１時３０分より 約３０分   

 場所   県議会議員面談室１ 

 ・公開質問状・要請書（依頼文）―別紙１ 

 ・公開質問状（別紙２）  回答は１カ月後 
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 ・23 日にマスコミに取材の依頼（済） 

・２９日の参加者（23 日現在  古村・奥村・笹田・中道・山田・下舘・伊藤・鹿内） 

※ 参加できる方は 28 日までメール等で連絡下さい。 

 要請内容についてはできるだけ当日回答を得るように努める。 

 

③ 安全協定締結・県民説明会に対応 

 ・公開質問状や要請書に対する回答によって、説明会の対応を協議のうえ、６市のどの会

場にも「県民の会」の代表、メンバー・反原発、反核燃運動の方々が参加するよう広く呼び

掛ける。 

 ・公開質問状の回答は６月２８日頃になると思います。 

 ・県民説明会の対応のため「学習会」を開催します。 

  日時  2024 年 6 月 29 日（土） 午後 1 時 30 分～ 

  場所  アスパム ５階夏泊 （青森市） 仮予約中 

       Zoom での参加も可能。 

  内容  むつ中間貯蔵施設安全協定について問題点と説明会へ対応 

  ※ どの会場でも一人でも多く、問題点など質問できるように事前に学習をし、説明会に

臨む体制を作る。 

  

④ 「むつ中間貯蔵施設への使用済核燃料搬入反対青森県民集会」開催について 

 日時  ２０２４年６月１６日 午後 1 時  

 場所  青森市駅前公園      

 内容について 

 ・主催者 「核のゴミから未来を守る青森県民の会」 

 ・集会内容  ・主催者の挨拶 

・現状報告 

          ・県議会報告  

          ・むつ市議会報告 

          ・連帯やアピール等 

          ・集会宣言 

 ・デモ行進   

 ・集会規模  目標 ３００名 （各団体・個人皆さん最大限の参加をお願します。） 

 ※ 急な行動になりますので早急にチラシ等を作成します。 

  参加できる体制づくりをよろしくお願いします。  

 

 



3 
 

２、「11・30 全国フォーラム」取り組みの経過 

① メインの講演を田中真紀子さん、そして落合恵子さんにお願いしましたが、２人とも難し

いとのことで、いろいろ相談した後に「おしどりマコ・ケン」さんにお願いし、承諾を得ました。 

・「おしどりマコ・ケン」さんは 

・元吉本興業の芸人・現在はフリーで漫才していますが、原発事故後に、原発事故の取

材を滅茶苦茶はじめ、その取材報告を伝えることをしている。 

・世の中を変えるのはいろんなやり方があると思うけど、情報共有、自分で調べて考えて、

そして人と話していくことをコツコツしていくことが世の中を変えていくと思っている。 

・特に農家の闘い、食品が安全なら、農民の健康はどうなってもいいのか？・電通による、

取材誘導・番組誘導・・なぜ、原発事故を取材する記者が減ったかなど・・・ 

みんなに問いかけ、自分で考え、周りを変えていくことが世の中を変えることだと訴えてい

ます。 

 ・３月に三重県で開催された講演録もあります希望の方は連絡下さい。 

 ※ 講演の内容についても、青森県に使用済核燃料・福島や原発の廃炉ごみ・海外返還

と、ありとあらゆる核のゴミが入ってくる。そのことも話してほしいなどの意見あり、そのこ

ともお願いします。 

 

 ② 当日の具体的内容・これからのスケジュールについては企画委員会で検討したい    

と思います。（６月末までには開催） 

詳細については事務局で検討していきますが、要望や意見もお願いします。 

 ③ 企画委員会事務局に新たに、山内雅一（ピースランド）・三笠朋子（原告団）にお願い

しました。 

  ・「１１．３０全国フォーラム」の開催あたっては多数のスタッフが必要となりますのでご協力

をよろしくお願いします。 


